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日時：2014 年 6 月 7 日（土）15：30～18：45 

場所：東洋大学 6 号館 第 3 会議室 

 

出席者：浮谷秀一理事長、中村真副理事長、山崎晴美、渡邊芳之、家島明彦、二宮克美、

松田浩平、尾見康博（大会準備委員長） 

事務局：加藤司（事務局長）、太幡直也 

委任：小塩真司 

欠席：松田英子 

 

 

日本パーソナリティ心理学会第 112 回常任理事会 

 

 

報告事項 

 

Ⅰ 理事長挨拶 

 松山義則名誉会員の死去に伴い、理事長が追悼式に参列した。学会からは、弔電を送っ

た。以上のことが報告された。 

 

Ⅱ 各種委員会報告 

 

1 機関誌編集委員会（渡邊） 

 

（1）機関誌編集委員会の開催状況について 

 「パーソナリティ研究」第 23 巻第１号の掲載論文について審議した。次回は 7 月末～8

月上旬に常任編集委員会を開催し、第 23 巻第 2 号の掲載論文について審議する予定である。 

 

（2）「パーソナリティ研究」の編集発行状況について 

１）「パーソナリティ研究」第 22 巻第 3 号の発行状況について 

 第 22 巻第 3 号が 3 月 24 日に発送された 

２）「パーソナリティ研究」第 23 巻第 1 号の発行状況について 

 第 23 巻第１号は以下の論文 10 本（原著 3，ショートレポート 7）が掲載予定である。7

月中の発行を予定している。 
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３）「パ—ソナリティ研究」第 23 巻第 2 号以降の編集状況について 

 現在、採択論文は 4 本（原著 1，ショートレポート３）ある。審査中論文は 46 本，うち

修正採択修正中が 4 本である。 

昨年までの投稿数の減少などから採択される論文が少ない状態が続いており，採択状況

によっては第 2 号の発行時期が遅れる可能性もある。 

 

（3）投稿状況，審査状況について 

 

１）投稿状況について 

  

年 月 原著 資料 ｼｮｰﾄﾚﾎﾟｰﾄ 展望他 合計 備考

2013 6 2 0 1 0 3

7 0 0 3 0 3

8 2 廃止 0 廃止 2 投稿種別変更

9 2 廃止 1 廃止 3

10 6 廃止 5 廃止 11  

11 2 廃止 3 廃止 5

12 4 廃止 3 廃止 7

2014 1 2 廃止 4 廃止 6

2 3 廃止 4 廃止 7

3 6 廃止 3 廃止 9

4 6 廃止 4 廃止 10

5 1 廃止 0 廃止 1

36 0 31 0 67合計  

２）審査状況について 
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年月 採択 要修正再審査 不採択 投稿取下 備考

2013/6 0 7 2 1

7 0 11 1 0

8 1 6 2 0

9 2 9 0 0

10 5 8 2 0 　

11 4 12 2 0

12 1 8 0 1

2014/1 2 6 0 1

2 1 9 4 0

3 5 15 4 1

4 1 5 2 0

5 3 5 0 0

合計 25 101 19 4  

 

（4）その他 

１）「二重投稿」問題への対応について 

 本誌に掲載された論文のひとつが二重投稿ではないかという指摘があり、常任理事会お

よび編集委員会で対応した結果、誤解を生じさせた個所に関して、訂正を出すことにした。 

２）掲載論文のデータ公開について 

 公開できるよう検討中である。 

 

2 経常的研究交流委員会（二宮） 

 

（1）事業計画 

1）第 23 回大会開催時における委員会企画シンポジウム 

①パーソナリティによる反社会的行動の説明―その限界と可能性― 

司会：吉澤寛之（岐阜大学）・佐藤広英（信州大学） 

話題提供：酒井厚（山梨大学）、大隅尚広（広島修道大学）、中川知宏（近畿大学） 

指定討論：永房典之（新渡戸文化短期大学） 

②現代青年における友人・異性との関係はどのようなものか―行動の背後にある動機に着

目して― 

司会：畑野快（日本学術振興会／京都大学）・中谷陽輔（同志社大学） 

話題提供：石本雄真（立命館大学）、本田周二（島根大学）、谷口淳一（帝塚山大学） 

指定討論：岡田努（金沢大学） 

2）大会開催時以外の時期のシンポジウムについて 

 2015 年 2 月から 3 月頃を予定。（企画募集中） 

（2）新委員委嘱について 

 下記の 5 名の新委員（第 23 回大会終了時から 26 回大会まで）が提案され、承認された。 

鈴木公啓（東京未来大学）、中山真（鈴鹿短期大学）、服部陽介（京都学園大学）、二村郁美

（名古屋大学）、堀内由樹子（お茶の水女子大学） 
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3 広報委員会（家島） 

 

（1）YPP2014 

日程：2014 年 10 月 3 日（金）15 時から 18 時 

場所：山梨県地場産業センターかいてらす 

委員：野崎優樹（京都大学）、市川玲子（筑波大学）、樫原潤（東京大学）、澤山郁夫（大阪

大学）、担当広報委員より：木戸彩恵（立命館大学）、並川努（新潟大学）、渡部麻美（東洋

英和女学院大学）、川本哲也（東京大学） 

1）企画内容 

研究発表と発表された研究についてのディスカッション、各自の研究の振り返りと共有  

（2）大会企画 

題目：感情と動機づけをめぐって 

司会：梅本貴豊（名古屋大学） 

話題提供者：大芦治（千葉大学）、戸梶亜紀彦（東洋大学）、村上達也（筑波大学） 

指定討論者：速水敏彦（中部大学） 

 

4 国際交流委員会（代理：事務局長） 

 

 特になし 

 

5 学会活性化委員会（代理：中村） 

 

（1）優秀大会発表賞関係 

 詳細な日程が報告された。 

（2）中堅会員に向けの賞 

 中堅会員を対象とした大会発表に対する賞を検討していることが報告された。 

（3）シンポジウムの企画は中止することになった 

 

6 各種電子化検討小委員会（松田浩平） 

 

 現状が報告された。 

 

7 選挙規程検討小委員会（中村） 

 

 なし。 

 

8 学会 20 年史編纂委員会（渡邊） 

 

 順調に原稿が集まっている。 
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9 論文賞創設小委員会（中村） 

（1）「論文賞」（案）が報告された 

名称：「日本パーソナリティ心理学会論文賞」 

対象論文：「パーソナリティ研究」に掲載された「原著」および「ショート・レポート」 

審査者：学会の理事で構成する「論文賞選考委員会」を組織し、選考する。 

 

10 その他 

 事務局長によって選挙管理委員会を立ち上げることが提案され、承認された。 

 

Ⅲ 日本心理学諸学会連合  

 

1 日本心理学諸学会連合について（浮谷） 

 国資格「公認心理師」の進展状況について、報告された。 

 6 月に通常理事会があり、次回にその報告をする。 

 

2 心理学検定について（浮谷） 

 8 月 10 日に実地することが報告された。締め切りは 6 月 10 日である。 

 

Ⅳ 事務局報告（加藤） 

 審議事項にて。 

 

Ⅴ 第 23 回大会準備状況について（尾見） 

 

 現状では、予約参加 191 名、発表 118 件であることが報告された。 

 発表締切 6 月 8 日、原稿締切 6 月 15 日であることが報告された。 

 赤字の際には、準備委員長から説明がなされ、その後、常任理事会で審議し、必要に応

じて、学会が負担することを改めて確認された。 

 

Ⅵ その他 

 なし。 

 

審議事項 

 

Ⅰ  2014 年度予算、2013 年度決算の件（山﨑） 

 

 2014 年度予算（案）、2013 年度決算（案）が提出され、修正のうえ、次回に検討するこ

とになった。 

 

Ⅱ 第 111 回常任理事会議事録承認に関する件（加藤） 
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 承認された。 

 

Ⅲ 新入会員に関する件（加藤） 

 

1 ML 承認済み 

38 名が追認された 

 

（3）ML 未承認・新規 

3 名が承認された。 

 

2 年会費未納につき退会 

36 名の退会について承認された。 

 

 以上の承認を受けて、6 月 6 日現在、会員総数は 924 名である（一般会員 621 名、院生会

員 290 名、学生会員 5 名、名誉会員 7 名、賛助会員 1 名）。 

 

Ⅳ その他 

 

次回は東洋大学 8 月 18 日 15：30 から開催する予定である。 


